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P02　春日市文化協会　会員募集
P06　春日市高齢者福祉計画2015・第6期介

護保険事業計画　
P08　平成27年8月介護保険制度改正概要　
P09　市からのお知らせ
P12　情報ひろば
P19　相談窓口／おたまじゃくし
P20　奴国写真館

今号の表紙
　春日まちづくり支援センターぶどうの庭で行われているぶどうの庭ガー
デニング講座。写真は、講師の吉

よ し だ
田博

ひ ろ み
美さんを囲み、花の剪

せんてい
定方法を学ぶ

講座参加者。



　

春日市
書道連盟

春日市書友会 第2・第4火曜日（午後） ふれあい文化センター 重
し げ

　　☎（585）6013
墨
ぼ く じ ゅ

寿会 第2・第4火曜日（午前） ふれあい文化センター 河
か わ の

野　☎（582）9065

剣詩舞
同好会 剣詩舞同好会

第3水曜日（午前） ふれあい文化センター
上
う え む ら

村　☎（585）6097第1・第４木曜日（午前） 須玖南公民館

春日
盆栽クラブ 春日盆栽クラブ 第2日曜日

午前9時〜午後3時 ふれあい文化センター 秋
あ き ば

葉　☎（593）9013

春日市
陶芸協会

春
しゅんよう

窯会 第1・第3金曜日
午後7時〜9時 ふれあい文化センター 小

こ ば や し

林　☎（581）1591

春日陶
と う ゆ う

友会 不定期
午前9時〜午後3時 ふれあい文化センター 草

く さ ば

場　☎（584）2589

楽しい
春日万葉会 楽しい春日万葉会 第3土曜日

午前9時30分〜正午 ふれあい文化センター 田
た む ら

村　☎（581）2445

春日市
写真連盟 春日市写真連盟 第1金曜日

午後７時〜９時30分 ふれあい文化センター 白
し ろ う ず

水
 ☎090（3603）7292

春日市AVC 春日市AVC
（16㎜映写技術の会）

第3水曜日
午後7時〜9時 ふれあい文化センター 近

こ ん ど う

藤　☎（595）0177

春日三曲
協会

美
び ふ う

風会（尺八、横笛） 随時 自宅稽古場（大谷2丁目） 東
あづま

　　☎（572）5323

陽泉会（琴、三
さ ん げ ん

絃） 木・金曜日 自宅稽古場（泉3丁目）、
泉公民館 杉

す ぎ

　　☎（585）9071

和楽（琴、三絃、尺八） 随時 稽古場（ちくし台6丁目） 岡
お か べ

部　☎（501）3647
藍
あ い の

乃会（琴、三絃） 随時 稽古場（日の出町3丁目） 立
た ち か わ

川　☎（501）7844

手話ダンス
同好会 手話ダンス同好会 毎月2回 市内各地区公民館 米

よ ね や

谷　☎（571）5252

　春日市文化協会は、市内で活動する文化団体の連携と交流による、市民文化の向上を目的に設立
されました。発足当時は13団体でのスタートでしたが、創立38年を迎えた今では、加盟団体も29団
体になり、会員数も増え、活発に活動しています。
　会員は随時募集しています。見学や無料体験も行っていますので、各団体に問い合わせてください。

生涯学習
連盟

楽しい生涯学習サークル 第2・第4水曜日
午前10時〜正午 ふれあい文化センター 松

ま つ お

尾　☎（574）2026

春日市短歌教室 第2日曜日
午前10時〜正午 ふれあい文化センター 重

し げ と み

富　☎（571）7156

春日市文化協会　会員募集
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春日市
民謡連盟

秀
しゅうたい

岱会 火〜土曜日
午前10時〜午後9時 自宅稽古場（昇町1丁目） 本

ほ ん

條
じょう

（久原文化教室）
　　　☎（581）8379

朝
ちょうせつ

雪会 月〜土曜日 市内各公民館、
自宅稽古場（天神山2丁目） 石

い し か わ

川　☎（591）2354

はくすい会 水曜日　午後1時〜3時 自宅稽古場（平田台5丁目） 白
し ろ う ず

水　☎（595）5078
秀
ひ で た み か

民樺会 月〜土曜日 自宅稽古場（小倉1丁目） 松
ま つ お

尾　☎（582）6129

最
も が み

上会 第1〜3土曜日
午後3時〜5時 日の出町公民館 橋

は し も と

本　
 ☎090（6637）6291

民族楽颯
さっきょう

響 月〜金曜日 自宅稽古場（須玖北9丁目） 手
て し ま

島　☎（517）0032

山田会 火〜土曜日
自宅稽古場（松ヶ丘4丁目）、
松ヶ丘・須玖南・ちくし台
公民館

山
や ま だ

田　☎（595）1211

若葉会

月・木曜日 若葉台東・若葉台西公民館

吉
よ し だ

田　☎（501）1997
火曜日
午後7時30分〜9時30分

ちくし台公民館
月曜日
午前10時〜正午

春日市
コーラス連盟

コーラス春日 火曜日
午前10時〜正午 ふれあい文化センター 日

く さ か べ

下部 ☎（952）8583

コーロ・なぎのき 木曜日
午前10時〜正午 ふれあい文化センター 稲

い な だ

田　☎（585）5251

女声合唱団チャイカ 金曜日
午前9時45分〜正午 ふれあい文化センター 中

な か し ま

島　☎（571）7094

混声合唱団つくしの風 土曜日　午後7時〜9時 ふれあい文化センター 中
な か や ま

山　☎（573）0967

木彫協会
木彫同好会 第1・第3水曜日 

午前9時〜午後0時45分 ふれあい文化センター 山
や ま も と

本　☎（585）2929

伯
はくちょう

彫会 第2・第4木曜日 
午前10時〜午後4時 ふれあい文化センター 今

い ま ざ と

里　☎（501）2949

春日大正琴
愛好会 春日大正琴愛好会 月〜土曜日 市内13地区公民館、

ふれあい文化センター 栗
く り は ら

原　☎（954）2308

フラ・タヒチ
連盟

テオラテ・オアオア 金曜日　午後7時〜 白水ヶ丘公民館 古
ふ る か わ

川
 ☎090（1191）0077

オリ・タヒチ・アヌアヌア 火曜日
午後7時30分〜 いきいきプラザ 吉

よ し だ

田
 ☎090（5087）3755

フラ・ハラウ・モーハラ
NOBUKO

水曜日 午後7時30分〜
木曜日 午後1時〜 いきいきプラザ 長

な が し ま

島　☎（571）5018

プアラニ・アロハ春日 第2・第4金曜日
午前10時〜 ふれあい文化センター 吉

よ し と み

富
 ☎090（4486）8168

プア レフア 水曜日（月3回）午前（初級・上級）
水曜日（月2回）午後8時〜 ふれあい文化センター 林

はやし

 ☎090（9476）6836

春日市
謡曲連盟 観

か ん ぜ

世流・喜
き た

多流 各流派単位 主に各公民館 加
かしょう

生　☎（591）5370

問い合わせ先　春日市文化協会（生涯学習団体連絡室）　☎（502）0501（F兼用）
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春日市
水墨画連盟

墨
ぼ く ゆ う

遊会 第1・第3金曜日 ふれあい文化センター 國
こくしょう

生　☎（574）1178
秦
し ん ふ う

風墨彩画 第1火曜日 ふれあい文化センター 渡
わ た な べ

辺　☎（582）2775

春日市
囲碁連盟 春日市囲碁連盟 毎週土曜日 ふれあい文化センター 木

こ ば

場　☎（575）0664

絵画連盟

伯
は く び

美会 毎月3回（金曜日）
午前10時〜午後5時 ふれあい文化センター 東

ひがし

　　☎（571）7985

彩
さ い が

画クラブ 第1・第3土曜日
午後1時〜5時 ふれあい文化センター 牛

う し じ ま

島　☎（501）9916

櫟
くぬぎ

の会 第1・第3火曜日
午後1時〜5時 ふれあい文化センター 岡

お か

　　☎（501）9135

I
イ ズ ミ
ZUMI 第1・第3水曜日

午後1時〜5時 ふれあい文化センター 川
か わ ぞ え

副　☎（585）9065

春日市
前結び帯舞
同好会

桐
き り

つぼ 第2・第4水曜日 ふれあい文化センター

下
し も か わ

川　☎（573）0641華 第1・第3日曜日 ふれあい文化センター
秋桜 第1・第3金曜日 ふれあい文化センター

春日市
社交ダンス
同好会

キャッツ 第1・第3火曜日
午後7時〜9時 いきいきプラザ 吉

よ し か わ

川　☎（592）9857

M＆K 水曜日（4回）、金曜日（4回）
午前10時〜正午

天神山公民館、
昇町公民館

松
ま つ も と

本
 ☎090（1922）6649

スコティッシュ
カントリーダンス
フローラ

毎月2回（土曜か日曜日）
午後1時30分〜4時30分 ふれあい文化センター 谷

た に も と

本
 ☎090（9584）3768

春日太鼓
保存会 春日太鼓保存会

第1・第3土曜日
午前9時30分〜正午

ふれあい文化センター 樋
ひ ぐ ち

口
 ☎090（1367）9799第2・第4木曜日

午後7時〜10時

春日市
茶道協会

表千家 各千家指導者別 ふれあい文化センター、
各指導者の自宅 山

やまむろ
室　☎（929）2173

裏千家 各千家指導者別 ふれあい文化センター、
各指導者の自宅 本

もとむら
村　☎（503）4362

春日市
俳句協会

つくし俳句会 第1木曜日 昇町公民館
高
た か ぎ

木　☎（585）3524
春日俳句会 第2土曜日（午後） ふれあい文化センター

春日市吟詠
剣詩舞連盟 春日市吟

ぎんえい

詠剣詩舞連盟 各会にて週1回（月4回）
※各会により異なる

各会指定場所
（主に公民館など）

山
や ま ぐ ち

口
 ☎090（2088）1729
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春日市
器楽連盟

春日市民吹奏楽団 土曜日、第2・第4日曜日
午後6時〜10時 ふれあい文化センター 綾

あ や べ

部　
 ☎090（9403）9004

ブルーレイン
ジャズオーケストラ

水曜日
午後7時〜10時 ふれあい文化センター 井

い も と

本
 ☎090（2503）8336

ノアール・アンサンブル
・ウィンズ

第1・第3日曜日
午後1時〜5時 ふれあい文化センター 古

ふ る え

江
 ☎080（5260）4070

春日市
華道連盟 春日市華道連盟 各流派指導者別 各流派指導者別 松

ま つ う ら

浦　☎（584）1385

春日市
舞踊連盟

千
ち わ

和の会 月曜日、水〜金曜日 春日・若葉台東・上白水公民
館、自宅稽古場（惣利1丁目） 糸

い と や ま

山　☎（575）3790

喜
き ゆ う み

有美会

水曜日
午後2時〜4時

自宅稽古場（惣利4丁目）、
紅葉ヶ丘公民館 佐

さ と う

藤　☎（596）6643
金曜日
午前9時〜正午
土曜日
午前9時〜午後3時

扇
せ ん し づ の

紫津乃会 月曜日
午後1時〜3時 千歳町公民館 井

い で

手　☎（596）5253

柳
り ゅ う び

美会（琉球舞踊）

火・木曜日
午後2時〜4時

自宅稽古場（桜ヶ丘７丁目） 石
い し だ

田　
 ☎090（4774）7640木・土曜日

午後7時〜9時

月
つ き す み

須美会 水曜日
午後8時〜10時 須玖北公民館 大

お お く ぼ

久保
　　　☎（501）3217

寿
じ ゅ ぎ く

菊会 第1・第3土曜日
午前10時〜正午

いきいきプラザ、
自宅個人別 石

い し い

井　☎（585）2090

須
す み ら ん

美蘭会 火・木・土曜日 下白水北公民館、ちくし台
公民館、自宅個人別 下

し も む ら

村　☎（574）5524

末広会 火曜日
午前11時〜午後4時 自宅稽古場（千歳町３丁目） 萩

は ぎ お

尾 　☎（574）1188

綾
あ や

の会 随時 稽古場（大土居） 川
か わ む ら

村
 ☎090（1922）2000

和
なごみ

の会 随時 稽古場（自宅） 一
い ち や ま

山
 ☎080（4282）0747

6月6日㈯・7日㈰に開催する「第23回かすが芸術祭〜つなぐ文化の輪〜」で、
記念式典や作品展示、芸能発表を行い、日頃の成果を披露します。 

詳しくは「エイ・メッセ5・6月号」を見てください。

問い合わせ先　春日市文化協会（生涯学習団体連絡室）　☎（502）0501（F兼用）

春日市
ダンス連盟

Ｊ・ステップダンス
火曜日

（小学生）午後5時〜6時
（中学生以上）午後6時〜7時

いきいきプラザ 権
ご ん ど う

藤
 ☎090（7440）3284

ゴールデンキッズ 火・金曜日 春日東小学校、
春日南小学校

杉
す ぎ や ま

山
 ☎090（6891）1656

市 報 か す が
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市
は
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
、
高
齢
者
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
３
年
間
の

高
齢
者
福
祉
施
策
と
介
護
保
険
事
業
の
方
向
性
を
定
め

る「
春
日
市
高
齢
者
福
祉
計
画
２
０
１
５
・
第
６
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、自
分
ら
し
く

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
を

目
指
し
て

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
介
護
・
医
療
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
に
関
す
る

支
援
が
切
れ
目
な
く
行
き
届
く「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
期
を
迎
え
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
、

豊
富
な
知
識
や
経
験
を
発
揮
し
て
自
己
実
現
で
き
る
よ

う
、
参
加
と
協
働
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
理
解
と
協

力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
保
険

料
収
納
事
務
を
的
確
に
行
う

と
と
も
に
、
積
極
的
な
制
度

の
周
知
を
行
い
ま
す
。

介護保険制度の適正な運営

基 理本 念

　
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
づ

く
り
の
推
進
、
生
活
支
援
の

基
盤
づ
く
り
、地
域
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を
通

じ
て
、
地
域
に
お
け
る
支
え

合
い
活
動
を
推
進
し
、
地
域

全
体
が
互
い

に
助
け
合
う

ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
、
医
療
と
介
護

の
連
携
推
進
、
認
知
症
施
策

の
総
合
的
な
推
進
、
安
心
で

き
る
住
ま
い
の
確
保
と
い
っ

た
、
多
角
的
な
取
り
組
み
を

相
互
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
実

施
す
る
こ
と
で
、
一
人
一
人

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ケ
ア
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

安心できる環境と多様な支援体制の整備

　
介
護
予
防
の
普
及
啓
発
に

努
め
、
併
せ
て
介
護
予
防
拠

点
や
地
域
に
お
け
る
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
な
人
材
、
地

域
資
源
や
民
間
施
設
な
ど
を

活
用
し
、
高
齢
者
が
気
軽
に

参
加
で
き
る

場
所
で
の
事

業
実
施
を
図

り
ま
す
。

介護予防と社会参加の促進 地域における支え合い活動の推進

４ のつ 基 本 目 標

策
定
し
ま
し
た

「
春
日
市
高
齢
者
福
祉
計
画
２
０
１
５
・

　
　
　

 
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
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重 的点 に
取

組
り

む
施
策

　

高
齢
者
が
疾
病
を
抱
え
て
も
、
自
宅
な
ど
の
住

み
慣
れ
た
場
で
療
養
し
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
を
推

進
し
ま
す
。

医
療
と
介
護
の
連
携
推
進

認
知
症
施
策
の
総
合
的
な
推
進

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
の
促
進
、
適
切
な
医

療
へ
の
支
援
、
家
族
へ
の
支
援
の
充
実
、
徘は
い
か
い徊
高

齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
網
）の
構
築
な
ど
を
進

め
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
危
機
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
早
期
・
事
前
的
な
ケ
ア
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化

　

既
存
の
社
会
資
源
を
把
握
・
整
理
し
、
関
係
者

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や
、
高
齢
者
の
需
要
と

の
合
致
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
本
人
が
、
自
身
の

経
験
や
能
力
を
生
か
し
た
社
会
活
動
に
参
加
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

高

者
齢

福
施

｜
サ

ビ
ス
の
変
更
点

緊
急
通
報
装
置
の
設
置

　

在
宅
で
、
持
病
な
ど
で
緊
急
事
態

発
生
の
可
能
性
が
あ
り
、
定
期
的
に

安
否
確
認
が
必
要
な
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
る
高
齢
者
な
ど
が
、
家
庭
内

で
の
緊
急
事
態
時
に
、
ボ
タ
ン
１
つ

で
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
す
る
こ
と

が
で
き
る
機
器
を
貸
与
し
ま
す
。

　

受
信
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
必
要
に
応

じ
て
消
防
署
や
緊
急
連
絡
先
へ
の
連

絡
や
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
行
い
ま

す
。

変
更
点

　

ヘ
ル
パ
ー
出
動
費
に
つ
い
て
、
身

体
介
護
の
実
施
を
要
件
と
し
て
い
た

も
の
を
、
出
動
を
も
っ
て
算
定
す
る

よ
う
変
更
し
ま
す
。

徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録
制
度

　

認
知
症
な
ど
で
徘
徊
の
恐
れ

が
あ
る
高
齢
者
な
ど
の
氏
名
、

住
所
、
連
絡
先
、
特
徴
、
写
真

な
ど
を
市
に
登
録
す
る
こ
と
で
、

捜
索
時
に
早
期
対
応
し
、
身
元

が
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

変
更
点

　
市
総
合
情
報
メ
ー
ル
に
加
え
、

県
防
災
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
市

内
だ
け
で
は
な
く
市
外
へ
も
情

報
提
供
依
頼
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
方
不
明
時
の
早
期

対
応
、
身
元
不
明
者
早
期
確
認

の
た
め
、
市
と
警
察
署
と
の
情

報
共
有
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

　高齢者福祉サービスの
利用に当たっては、担当
の地域包括支援センター
やケアマネジャーが必要
性を判断し、市が決定し
ます。
　なお、介護保険料を滞
納している場合、利用で
きないサービスがありま
す。
　また、福祉サービス申
請の際は、高齢者・要援
護者等台帳登録をお願い
しています。
※掲載している内容以外
のサービスもあります。
詳しくは問い合わせて
ください。
問い合わせ先
▷高齢課高齢者支援担当
☎（584）1111
F（584）3090
▷春日市北地域包括支援
センター
☎（589）6227
F（589）6228
▷春日市南地域包括支援
センター
☎（595）8188
F（595）6069

介
護
用
品（
紙
お
む
つ
）の
給
付

　

介
護
保
険
料
段
階
に
応
じ
、
給

付
対
象
上
限
額
の
９
割
ま
で
の

紙
お
む
つ
を
給
付
し
ま
す
。

変
更
点

　

市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

で
生
活
す
る
人
も
対
象
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
要
支
援

認
定
者
も
対
象
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
要
介
護
認
定
者
に
限
定

し
ま
し
た
。
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利
用
者
負
担
割
合
の
変
更

　
一
定
以
上
の
所
得（
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が

１
６
０
万
円
以
上
で
、
同
一
世
帯
の
65
歳
以
上
の

人
の
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
が
単

身
世
帯
で
２
８
０
万
円
以
上
、
２
人
以
上
世
帯
で

３
４
６
万
円
以
上
）が
あ
る
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
と
き
は
、
利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
２
割

に
な
り
ま
す
。

　
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人
全
員

に
、
利
用
者
負
担
割
合
証
を
発
行
し
、
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
自
分
の
負
担
割
合
を
確
認
し
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

高
額
介
護（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用
者
負
担

段
階
区
分
の
新
設・上
限
額
の
見
直
し

　
同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
負
担
の
合
計
額（
同
じ
世
帯

内
に
複
数
の
利
用
者
が
い
る
場
合
は
世
帯

合
計
額
）が
一
定
額
を
超
え
た
と
き
に
支

給
さ
れ
る「
高
額
介
護（
介
護
予
防
）サ
ー

ビ
ス
費
」の
利
用
者
負
担
段
階
区
分
に
、

「
現
役
並
み
所
得
者（
世
帯
内
に
課
税
所
得

１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る
場
合
）」を

新
設
し
、
上
限
額
を
設
定
し
ま
す
。

　
現
役
並
み
所
得
者
に
該
当
し
て
も
、
同

一
世
帯
内
に
い
る
第
一
号
被
保
険
者
の
収

入
の
合
計
が
５
２
０
万
円（
世
帯
内
の
第

一
号
被
保
険
者
が
本
人
１
人
の
み
の
場
合

は
３
８
３
万
円
）に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
月
額
上
限
が
３
万
７
２
０
０

円
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、「
基
準
収
入

額
適
用
申
請
書
」の
申
請
勧
奨
通
知
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
７
月
31
日
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

負
担
限
度
額
認
定
の
見
直
し

◯
配
偶
者
の
所
得
の
勘
案

　
同
一
世
帯
で
な
く
て
も
、
配
偶
者
が
い
て
、

そ
の
配
偶
者
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
は
対
象
外
で
す
。

◯
預
貯
金
な
ど
の
勘
案

　
預
貯
金
、
信
託
、
有
価
証
券
、
現
金
な
ど
が
、

単
身
で
１
０
０
０
万
円
以
下
、
夫
婦
で
２
０ 

０
０
万
円
以
下
の
人
が
対
象
で
す
。
申
請
の
際

に
、
通
帳
の
写
し
な
ど
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
虚
偽
の
申
請
を
し
た
場
合
は
、
不
正
に
受
給
し

た
給
付
額
の
返
還
と
加
算
金
の
支
払
い
義
務
が

発
生
し
ま
す
。

上限額（世帯合計）
利用者負担段階区分 平成27年7月まで 平成27年8月から
現役並み所得者（新設） 4万4400円

一般世帯 3万7200円 3万7200円

住民税非課税

合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円超の人 2万4600円 2万4600円

・合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円以下の人
・老齢福祉年金の受給者

1万5000円（個人） 1万5000円（個人）

・生活保護の受給者
・利用者負担を1万5000円に減額することで、生活保護の受
給者にならない場合

1万5000円（個人）
1万5000円

1万5000円（個人）
1万5000円

問い合わせ先　高齢課介護保険担当　☎（584）1111　F（584）3090

■利用者負担の上限（1カ月）

平成27年８月介護保険制度改正概要平成27年８月介護保険制度改正概要平成27年８月介護保険制度改正概要平成27年８月介護保険制度改正概要
介護保険制度が変わります介護保険制度が変わります
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春日市男女共同参画苦情処理制度の流れ

③意見表明
　施策の改善
　勧告

③調整
　あっせん
　是正の要請

④ 報告
　 （助言）

▷市が行う事業や制度
が、男女共同参画の
推進を阻むと思うこ
とがあるとき

▷男女共同参画推進
の視点から、市に
対して改善を求め
たいとき

▷職場、学校、団
体で性別による
差別的扱いを受
けているとき

市民・事業者（苦情申出人）

市の機関 市以外の機関

春日市男女共同参画苦情処理委員
② 調　査

① 申出書提出
　 （持参・郵送）

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
市

の
施
策
や
、
人
権
侵
害
に
つ
い
て

の
苦
情
、
救
済
の
申
し
出
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

苦
情
処
理
委
員
の
役
割

　
受
け
付
け
た
苦
情
は
、
申
出
人
や
関
係

者（
相
手
の
人
）か
ら
話
を
聞
き
、
男
女
共

同
参
画
推
進
の
視
点
か
ら
、
公
平
・
公
正

に
検
討
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
相
手
の

人
に
改
善
を
求
め
、
申
出
人
に
報
告
し
ま

す
。

苦
情
等
申
出
方
法　
苦
情
等
申
出
書
を
郵

送
す
る
か
直
接
窓
口
に
提
出
す
る

※
苦
情
等
申
出
書
は
、
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

※
代
理
人
が
提
出
す
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

申
出
先　
男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー（
〒
816
ー
０
８
０
６
光
町

１
ー
73
人
権
政
策
課
人
権
男
女
共

同
参
画
担
当
）

春日市男女共同参画苦情処理委員制度を知っていますか
人権政策課 人権男女共同参画担当　☎（584）1201　F（584）1181

市
内
の
団
体
・
企
業
・
グ
ル
ー
プ（
市

に
居
住
、
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・

通
学
す
る
５
人
以
上
）を
対
象
に
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
促
進
の
た
め
の
研
修

会
、
講
演
会
、
講
座
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
研

修
室
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演

会
、
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

支
援
内
容
例

▽
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
講
座（
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、

セ
ク
ハ
ラ
、マ
タ
ハ
ラ
、パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
）

▽
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
研
修

▽
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）に
つ
い
て
の
学
習
会

支
援
金　

講
師
謝
金
、
託
児
費
用（
い
ず

れ
も
市
の
基
準
に
よ
る
）

回
数　
１
団
体
に
つ
き
１
年
度
１
回

申
請
方
法　
研
修
な
ど
の
実
施
予
定
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
、
申
請
書
を
提

出
す
る

※
申
請
書
は
、
男
女
共
同
参
画
・
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー（
光
町
１
ー
73
）、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
請
先　
男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー（
人
権
政
策
課
人
権
男
女

共
同
参
画
担
当
）

男女共同参画の研修会開催などを支援します
人権政策課 人権男女共同参画担当　☎（584）1201　F（584）1181

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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コミュニティバス「やよい」　竹の本団地前開通しています　

　コミュニティバス「やよい」は、須玖線の路線内工
事の完了に伴い、４月20日㈪から、竹の本団地前
バス停と、（新）須玖南親水公園前バス停を経由する
ようになりました。
　（旧）須玖南親水公園前バス停と、（旧）北スポーツ

センター前バス停（春日中学校側のみ）は廃止になり
ましたので、注意してください。
問い合わせ先　都市計画課計画担当
☎（584）1111
F（584）1143

市
は
、
過
去
に
一
度
も
、
こ
の
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

５
０
０
０
円
の
接
種
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
は
、
季
節
を
問
わ
ず
か
か
り

ま
す
。
冬
は
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
気
候
や
体
調

の
良
い
う
ち
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
今
の
う
ち
に
接

種
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
５
年
ご
と
に
接
種
で
き
る
と
誤

解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
31
年
度

以
降
は
65
歳
の
人
の
み
を
接
種
対
象
と
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
５
年
後
に
は
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
己
負
担
金　
３
０
０
０
円（
非
課
税
世
帯
な
ど
の
人

は
無
料
）

申
請
方
法　
接
種
前
に
、
健
康
課（
昇
町
１
ー
１
２
０

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）か
高
齢
課（
市
役
所
１

階
）に
申
請
書
を
提
出
す
る

※
同
居
し
て
い
な
い
代
理
人
が
申
請
す
る
と
き
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

※
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
直
接
医
療
機
関
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
予
約
が
必
要
な
医
療
機
関

も
あ
り
ま
す
。
必
ず
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

65歳以上の肺炎球菌感染症予防接種費助成
健康課 健康増進担当　☎（501）1134　F（501）0051

地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税（
国
保
税
）を
、
平
成
27
年
度

か
ら
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

○
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

▽
医
療
給
付
費
分

51
万
円
→
52
万
円

▽
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

16
万
円
→
17
万
円

▽
介
護
納
付
金
分

14
万
円
→
16
万
円

※
賦
課
限
度
額
の
合
計
は
、
年
間
85
万
円
で

す
。

○
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

　
国
保
税
の
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
に
つ
い

て
、
軽
減
判
定
の
基
準
所
得
の
引
き
上
げ
を

行
い
、
軽
減
措
置
の
対
象
世
帯
を
拡
大
し
ま

す
。

　
今
年
度
の
税
額
は
、
納
付
書
・
口
座
振
替
で

支
払
う
普
通
徴
収
世
帯
に
つ
い
て
は
６
月
中
旬

に
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
世
帯
に
つ
い
て
は

７
月
中
旬
に
、
郵
送
す
る
納
税
通
知
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平成27年度国民健康保険税を改定します
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141
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地
区
自
治
会
・
春
日
警
察
署
・
交
通
安
全
指
導
員

と
合
同
で
、
2
月
27
日
㈮
に
春
日
北
中
学
校
区
、

3
月
13
日
㈮
に
春
日
中
学
校
区
で
、
自
転
車
無
灯
火
街

頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○
春
日
北
中
学
校
区（
サ
ン
・
ビ
オ
、
岡
本
、
須
玖
北
、

桜
ヶ
丘
、
日
の
出
町
）

日
時　
２
月
27
日
㈮

午
後
８
時
〜
８
時
30
分

参
加
人
数　
地
区
自
治
会
23
人
、
春
日
警
察
署
署
員

１
人
、
交
通
安
全
指
導
員
12
人
、
職
員
５
人

○
春
日
中
学
校
区（
須
玖
南
、
弥
生
、
昇
町
、
小
倉
）

日
時　
３
月
13
日
㈮

午
後
７
時
〜
７
時
40
分

参
加
人
数　
地
区
自
治
会
17
人
、
春
日
警
察
署
署
員

１
人
、
交
通
安
全
指
導
員
９
人
、
職
員
４
人

　
夜
間
の
無
灯
火
運
転
は
大
変
危
険
で
す
。
夜
間
は
必

ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転

車
は
左
側
通
行
が
原
則
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し

く
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

自転車無灯火街頭啓発の結果をお知らせします
安全安心課 防犯安全担当　☎（584）1111　F（584）1143

無灯火率25.4%無灯火率17.7%

同
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
新
築
工
事
は
、

４
月
末
現
在
、
躯く
た
い体
工
事
・
鉄
骨
工

事
・
屋
根
工
事
ま
で
終
了
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
内
外
装
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
場
の
作
業
所
は
、
日
頃
か
ら
作
業
員
の

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
て
お
り
、

こ
の
度
日
本
建
設
業
連
合
会
か
ら
、
快
適
職

場
表
彰
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

行
政
管
理
課
新
市
民
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
準
備
担
当

kikaku@
city.kasuga.fukuoka.jp

総合スポーツセンター体育館新築工事の進行状況
行政管理課 新市民スポーツセンター建設準備担当　☎（584）1111　F（584）1145

　　　　

　毎朝6時30分、新鮮な空気と緑の中、近隣の住民が集まりラジオ体操会が行

われています。同会は平成６年６月６日に始まり、今年で21年目を迎えます。

　参加は自由ですが、雨・風の日も休みなく年中無休で集まる人たちは、ラジ

オから流れる声に合わせてさわやかな朝のスタートを切ります。

　ラジオの準備などをする４代目会長の八
や え つ
重津さんとお世話係の秋

あきやま
山さんは「体操はもちろん、四季折々の草・花・木

に囲まれて、自然の中を歩けば、心身共の健康維持につながります」と語ります。

　参加者は「ここに来て、話すことも楽しみの一つ」と語り、時にはみんなで、山登りや花見、忘年会も行っています。

　超高齢化時代に健やかに生きるには、まず、思い切って一歩外へ出てみることでしょうか。朝が弱い私も、健康維持

のために、極力参加しようと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター鬼
おにづか
塚文

ふみこ
子）

”七分咲きのサクラの下”　春日公園でラジオ体操 さ
わ
や
か
な
朝
に
、ラ
ジ
オ
体

操
を
す
る
参
加
者

内容 数

通過自転車
台数 209台

灯火台数 156台

無灯火台数 53台

指導を
受けた人数 43人

内容 数

通過自転車
台数 226台

灯火台数 186台

無灯火台数 40台

指導を
受けた人数 32人
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イ
ベ
ン
ト

絵
画
グ
ル
ー
プ「
伯
美
会
」

伯
美
展

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
学
ぶ
絵

画
グ
ル
ー
プ「
伯は

く
び
か
い

美
会
」会
員
の
展
示
会

で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
間　
５
月
27
日
㈬
〜
31
日
㈰

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
27
日

は
午
後
１
時
か
ら
、
31
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
谷
６
ー

24
）

問
い
合
わ
せ
先　
東ひ

が
し

☎（
５
７
１
）７
９
８
５（
F
兼
用
）

古
地
図
で
巡
る
歴
史
散
歩

参
加
者
募
集

　

古
代
山
城
と
し
て
有
名
な
大
野
城

は
、
江
戸
時
代
に
礼
所（
石
仏
）が
作
ら

れ
、
地
域
の
人
の
信
仰
の
地
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
古
地
図
を
使
い
、
大
野
城

の
礼
所
を
巡
り
、
歴
史
の
つ
な
が
り
を

感
じ
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

※
昼
食
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※
大
野
城
へ
は
バ
ス
で
往
復
し
、現
地

で
約
３
㎞
（
昼
食
を
含
め
て
４
時
間

程
度
）山
歩
き
を
し
ま
す
。

日
時　
６
月
６
日
㈯（
少
雨
決
行
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

集
合
場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
駐

車
場（
岡
本
３
ー
57
）

定
員　
37
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈮
〜
６
月
５
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

ス
ポ
ー
ツ

春
日
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
協
会

あ
じ
さ
い
杯
交
流
大
会
参
加
者
募
集

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
女
性（
学
生
不
可
）が
対
象

の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
で
す
。

日
時　
６
月
21
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

場
所　
西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階
競

技
場（
那
珂
川
町
中な

か
ば
る
ひ
が
し

原
東
１
ー

４
ー
１
）

種
目　
一
般
女
性
の
部

参
加
費　

▽
協
会
員　
１
０
０
０
円

▽
一
般
市
民　
１
５
０
０
円

定
員　
35
チ
ー
ム（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
5
月
30
日
㈯
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
協
会
事
務

局
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
協
会
事
務
局
長

　
中な

か
む
ら村

☎（
５
８
１
）４
１
７
１（
F
兼
用
）

健　

康

美
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

　
認
知
症
を
予
防
し
、
脳
の
活
性
化
を

行
う
実
技
中
心
の
楽
し
い
教
室
で
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
も
兼

ね
て
い
ま
す
。

　

簡
単
な
脳
ト
レ
を
じ
っ
く
り
行
う

「
や
さ
し
め
コ
ー
ス
」と
、
や
や
難
易
度

の
高
い
計
算
や
作
文
も
行
う「
チ
ャ
レ

ン
ジ
コ
ー
ス
」が
あ
り
、
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

人（
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
除
く
）で
、
原
則
と
し
て

全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

日
程

▽
や
さ
し
め
コ
ー
ス

６
月
15
日
〜
７
月
６
日
の
毎
週
月
曜

日（
計
４
回
）

▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

７
月
27
日
〜
８
月
24
日
の
毎
週
月
曜

日（
８
月
10
日
を
除
く
計
４
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
イ

ズ
、
ク
ラ
フ
ト（
作
品
）づ
く
り

な
ど
、
脳
の
若
返
り
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
師　
三み

ね根
小こ

ず

え
珠
恵
さ
ん（
介
護
福
祉

士
）

定
員　
各
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参

加
希
望
コ
ー
ス
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
介
護

予
防
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
、
子
ど
も
の
食
事
が

気
に
な
る
人
な
ど
、
食
生
活
に
関
す
る

悩
み
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　
５
月
26
日
㈫
、
６
月
10
日
㈬
、

23
日
㈫

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111

性
犯
罪
の
被
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

　
県
内
で
は
、
平
成
26
年
中
の
性
犯

罪（
強
姦
お
よ
び
強
制
わ
い
せ
つ
）被

害
が
４
９
９
件（
全
国
ワ
ー
ス
ト
５

位
）発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
15

歳
か
ら
21
歳
ま
で
の
被
害
が
約
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
常
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
人
通
り
の
少
な
い
暗
い
道
を
通
行

す
る
と
き
は
、
周
囲
の
警
戒
を
怠

ら
な
い

▽
す
れ
違
う
と
き
や
追
い
越
さ
れ

る
と
き
に
注
意
す
る

▽
携
帯
電
話
を
使
い
な
が
ら
や
、

イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
き
な
が

ら
通
行
し
な
い

○
自
宅
の
鍵
を
か
け
る
習
慣
を
付
け

る▽
家
に
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
玄
関

の
鍵
を
閉
め
る

▽
就
寝
時
は
、
玄
関
だ
け
で
な
く

窓
の
鍵
を
施
錠
し
た
か
を
必
ず

確
認
す
る

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１

　
F（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
全

安
心
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夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・
即
日
検
査

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

　
６
月
１
日
〜
７
日
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普

及
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相

談
・
即
日
検
査（
無
料
、
匿
名
、
予
約

不
要
）を
行
い
ま
す
。
結
果
は
採
血
後
、

約
１
時
間
で
本
人
に
説
明
し
ま
す
。

日
時　
６
月
２
日
㈫

午
後
５
時
〜
８
時

※
毎
週
火
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
11
時

ま
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー

25
筑
紫
総
合
庁
舎
１
階
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
所
保
健
衛
生

課
感
染
症
係

☎（
５
８
２
）２
５
２
２（
エ
イ
ズ
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
）

参
加
者
募
集

体
力
測
定

　
運
動
不
足
や
加
齢
か
ら
、
筋
肉
量
の

減
少
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
な
ど
の
低
下
を

引
き
起
こ
し
、
転
倒
の
危
険
度
が
高
い

状
態
に
な
る
こ
と
を「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
ロ
コ
モ
）」と
言
い
ま

す
。

　
自
分
の
体
力
を
確
か
め
、
元
気
な
う

ち
か
ら
早
め
の
ロ
コ
モ
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
測
定
結
果
に
基
づ
き
、
効
果
的
な
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
助
言
し
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

期
日　
５
月
23
日
㈯

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
３
時
の
う
ち
希
望
す
る

１
時
間

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
体
力
測
定（
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン
ス
テ

ス
ト
な
ど
）

▽
体
成
分
分
析
測
定
・
血
管
年
齢
測
定

（
筋
肉
量
や
体
脂
肪
率
、
末
梢
血
管

の
柔
軟
性
な
ど
の
測
定
）

▽
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク（
歩
幅
脚
力
・

立
ち
上
が
り
筋
力
測
定
な
ど
）

▽
体
の
ゆ
が
み
チ
ェ
ッ
ク

▽
持
久
力
測
定（
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
で
の

心
肺
持
久
力
テ
ス
ト
）

▽
結
果
説
明
・
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

※
持
久
力
測
定
と
結
果
説
明
・
助
言
は

後
日
行
い
ま
す（
要
予
約
）。

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
運
動
し
や

す
い
服
装
、
水
筒
、
タ
オ
ル　

申
込
方
法　
５
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

希
望
時
間
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

子
育
て

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

参
加
者
募
集

　
妊
婦
を
対
象
に
し
た
、
妊
娠・出
産・

育
児
に
向
け
た
準
備
の
た
め
の
教
室
で

す
。
友
達
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
・
内
容

▽
６
月
８
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
受
付：

午
後
１
時
15
分
〜
）

助
産
師
に
よ
る
話「
妊
娠
中
の
過
ご

し
方
に
つ
い
て
」

▽
22
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時（
受
付
：
午

後
１
時
15
分
〜
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
に
よ
る
話「
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
に
つ
い
て
」、
こ
ど
も
文
庫

読
書
サ
ー
ク
ル
連
絡
会
に
よ
る
話

「
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
の
出
会
い
」、
管

理
栄
養
士
に
よ
る
話「
妊
娠
中
と
産

後
の
栄
養
に
つ
い
て
」

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健
指
導
担

当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

お
ね
が
い
会
員
説
明
会

　
「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

人（
お
ね
が
い
会
員
）」と「
子
育
て
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会

員
）」が
支
え
あ
う「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
」の
お
ね

が
い
会
員
に
な
る
た
め
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　
６
月
14
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

２
階
学
習
室
３（
大
谷
６
ー
24
）

持
っ
て
く
る
も
の　

証
明
写
真
２
枚

（
縦
３
㎝
、
横
２・
５
㎝
）、
印

鑑（
認
印
可
）、
筆
記
用
具

託
児　
３
カ
月
以
上（
無
料
、
先
着
20

人
、
場
所
：
旧
館
１
階
集
会
室

Ａ
）

※
子
ど
も
と
の
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

５
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有

無
を
伝
え
る

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
、
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
に
置
い
て

あ
る
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isap

o
@

city.kasuga.
fukuoka.jp

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
生
後

２
カ
月
か
ら
６
カ
月（
平
成
26
年
12
月

〜
27
年
３
月
生
ま
れ
）の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
お
出
掛
け
デ

ビ
ュ
ー
や
、
友
達
づ
く
り
の
応
援
を
し

て
い
ま
す（
父
親
の
参
加
も
可
）。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士
で

交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

日
時　
６
月
５
日
㈮
・
９
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児
・
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
16
日
㈯
〜
30
日
㈯

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、
生
年
月
日
、
居
住
地

区
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp
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て
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
返
信
先

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
個
人
情
報
は
、
赤
十
字
事
業
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部
事

業
部
事
業
一
課
講
習
担
当

（
〒
815
ー
８
５
０
３
福
岡
市
南

区
大
楠
３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
、
慰
霊
巡
拝
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

参
加
資
格　
巡
拝
地
域
に
お
け
る
戦
没

者
の
配
偶
者（
再
婚
し
た
人
を

除
く
）、
父
、
母
、
子
、
兄
弟

姉
妹
、
孫
、
お
い
、
め
い
、
参

加
す
る
子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶

者
で
、
実
施
時
期
に
お
い
て
原

則
80
歳
以
下
の
人

場
所
・
時
期（
予
定
）・
定
員（
予
定
）

▽
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

10
月
15
日
㈭
〜
23
日
㈮（
９
日
間
）

15
人

▽
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

10
月
15
日
㈭
〜
23
日
㈮（
９
日
間
）

10
人

※
時
期
や
期
間
、
定
員
は
、
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
６
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

※
後
日
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
計
画
課

地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

参
加
者
募
集

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病（
関
連
疾
患
）交
流
会

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
関
す
る
情
報
交

換
や
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
体
操
を
行
い
ま

す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
と
そ
の

家
族

日
時　
６
月
16
日
㈫

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
受
付：

午
後
１
時
30
分
〜
）

場
所　
筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー

25
）

定
員　
50
人

持
っ
て
く
る
も
の　
水
筒

申
込
方
法　
６
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課
健

康
増
進
係

☎（
５
１
３
）５
５
８
３

F（
５
１
３
）５
５
９
８

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献
血

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は
長
期

間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
献
血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血
に

は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
21
日
㈭

▽
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド（
手

帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会（
福
祉
計

画
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

環　

境

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

講
習
会
、
相
談
・
販
売
会

○
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
、
家
庭
か

ら
出
る
生
ご
み
と
生
ご
み
を
分
解
す

る
基
材
を
混
ぜ
る
だ
け
で
、
簡
単
に

堆
肥
が
で
き
る「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
」の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
、
参
加
者
は
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
具
の
購
入
費

福　

祉

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

家
族
で
学
ぼ
う
認
知
症
講
座

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

家
族
や
地
域
で
助
け
合
い
、
支
え
合
っ

て
、赤
十
字
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

認
知
症
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
家
族

（
２
人
１
組
）

日
時　
６
月
28
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所　
同
支
部
３
階
会
議
室（
福
岡
市

南
区
大お

お
ぐ
す楠
３
ー
１
ー
１
）

定
員　
25
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
５
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
講

習
名
、
開
催
日
、
会
場
、
住
所
、

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
性
別
、
生

年
月
日
、
郵
便
番
号
、
電
話

番
号（
必
ず
連
絡
が
と
れ
る
番

号
）を
書
い
て
送
る
か
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
fukuoka.jrc.or.jp/

）か
ら
申

し
込
む

※
往
復
ハ
ガ
キ
は
返
信
表
面
に
申
込
者

の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
い

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
講
習
会
の
参
加
者

に
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
最
適
な

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
11
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
市
役
所
４
階
４
０
７
会
議
室

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
印

鑑（
用
具
購
入
希
望
者
の
み
）

申
込
方
法　
６
月
５
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

※
過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
、
相
談

会
も
行
い
ま
す
。
現
在
生
成
中
の

堆
肥
を
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
一
握
り

程
度
入
れ
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

○
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
相
談
・
販

売
会

　
用
具
の
販
売
と
、
堆
肥
作
り
の
コ

ツ
や
、
堆
肥
の
使
い
方
な
ど
に
関
す

る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
予
約
は
不
要
で
、
開
催
時
間
中
の

入
退
場
も
自
由
で
す
の
で
気
軽
に
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
週
金
曜
日（
年
末
年
始
を

除
く
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
役
所
６
階
６
０
１
会
議
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ご
み
減
量
推

進
課

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７
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問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

地球温暖化について
　地球温暖化は、地表の表面や海洋
の温度が上昇する現象です。この現
象は、産業革命後積極的に使うよう
になった石炭燃料などから排出され
る「温室効果ガス」が原因と考えられ
ていて、人間活動が要因の可能性が
極めて高いという結論が出ています。
　1880年〜2012年の世界の平均
地上気温は0.85度上昇していて、
今世紀末までには0.3〜4.8度上昇す
る可能性があるといわれています。
地球温暖化による気候変動
▷海面水位の上昇

　海面水位は1986年〜2005年の
平均と比較して、2010年までに
19cm上昇していて、このまま地
球温暖化が進むと、最大で82cm
上昇すると予測されています。

▷海面温度の上昇
　世界全体で平均した海面温度
は、ここ100年間で0.51度上昇
していて、特に日本近海の上昇率
は1.08度と、世界平均と比較し
て大きい値になっています。
日本における気候変動の影響
　地球温暖化によって引き起こされ
ると考えられる影響は、ゲリラ豪雨
などの異常気象の頻発、感染症の媒
介生物の分布域北上、サンゴの白化
などの生態系の変化などです。
　このまま何も対策をしないと、地
球温暖化はどんどん進み、人間だけ
でなく多くの動植物が被害を受ける
ことになります。地球温暖化を食い
止めることができるのは、私たち人
間です。一人一人できることから始
めましょう。
参考文献　気候変動に関する政府間

パネル（ＩＰＣＣ）第５次評価報
告書

ふ
く
お
か
生
き
も
の
見
つ
け
隊

隊
員
募
集

　
ふ
く
お
か
生
き
も
の
見
つ
け
隊
は
、

自
分
た
ち
で
生
き
も
の
の
不
思
議
さ
や

お
も
し
ろ
さ
を
発
見
し
て
、
県
内
の
生

き
も
の
の
情
報
を
集
め
る
仲
間
た
ち
で

す
。

申
込
方
法　
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
こ
の
調
査

を
知
っ
た
き
っ
か
け
を
記
入
し

て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
環
境
部
自

然
環
境
課

☎（
６
４
３
）３
３
６
７

F（
６
４
３
）３
３
５
７

shizen@
pref.fukuoka.lg.jp

始
め
よ
う
！
う
ち
エ
コ
生
活

空
き
缶
コ
サ
ー
ジ
ュ
講
座

　
空
き
缶
に
新
聞
紙
や
布
な
ど
を
使
っ

て
装
飾（
コ
サ
ー
ジ
ュ
）し
、
植
木
鉢
を

作
り
、
多
肉
植
物
な
ど
を
植
え
ま
す
。

日
時　
６
月
３
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　
無
料（
別
途
材
料
費
３
０
０

円
）

申
込
方
法　
５
月
27
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※
後
日
、
持
っ
て
く
る
も
の
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

実
習
室
Ｂ（
大
谷
６
ー
24
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ka
n

kyo
@

city.ka
su

ga
.

fukuoka.jp

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
た
自
転
車

（
約
30
台
）や
ス
チ
ー
ル
家
具
類（
陶
器

な
ど
を
含
む
約
１
０
０
点
）で
再
利
用

で
き
る
よ
う
に
修
理
し
た
も
の
を
展
示

し
、
譲
渡
ま
た
は
販
売（
自
転
車
の
み
）

し
ま
す
。
日
替
わ
り
品
も
あ
り
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住
す

る
人

展
示
期
間　

６
月
２
日
㈫
〜
７
日
㈰

（
６
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー
２
）

申
込
方
法　
期
間
中
に
、
同
プ
ラ
ザ
で

申
込
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
、
持
参
し
た

52
円
ハ
ガ
キ（
表
面
に
申
込
者

の
住
所
、
氏
名
を
記
入
、
裏
面

は
白
紙
の
も
の
）と
一
緒
に
提

出
す
る

注
意
事
項

▽
来
場
者（
本
人
）の
み
の
申
し
込
み
に

限
り
ま
す
。

▽
１
世
帯
で
、
自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家

具
類（
陶
器
な
ど
を
含
む
）を
各
１
点

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
同
一
住
所（
２
世
帯
も
含
む
）に
よ
る

複
数
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
全
て

無
効
で
す
。

▽
自
転
車
は
、
１
台
２
５
０
０
円（
税

込
み
）で
す（
別
途
、
防
犯
登
録
料

５
０
０
円（
税
込
み
）が
必
要
）。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、
前
回
の
当

選（
当
選
辞
退
も
含
む
）か
ら
１
年
以

上
経
過
し
た
人
が
対
象
で
す
。

▽
ス
チ
ー
ル
家
具
類（
陶
器
な
ど
を
含

む
）の
当
選
後
、
引
き
取
り
が
な
い

場
合
は
、
そ
の
後
１
年
間
は
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
・
引
き
取
り

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、
６
月
10
日
㈬

午
前
９
時
か
ら
抽
選
を
行
い
、
抽
選

結
果
を
申
込
者
全
員
に
ハ
ガ
キ
で
知

ら
せ
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、
６
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮

の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
に
引

き
取
っ
て
く
だ
さ
い（
期
間
厳
守
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ

（
〒
816
ー
０
８
１
１
春
日
公
園

６
ー
２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０
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講
演
講
座

参
加
し
ま
せ
ん
か

ふ
く
お
か
県
政
出
前
講
座

　
県
は
、
県
職
員
が
20
人
以
上
の
県
民

が
実
施
す
る
集
会
な
ど
に
行
き
、
県

の
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
す
る「
ふ
く

お
か
県
政
出
前
講
座（
全
１
７
１
テ
ー

マ
）」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
講
座
は
無

料
で
す
。

※
講
座
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
県
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
見
る
か
県
総
務
部
県
民

情
報
広
報
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
８
時（
12
月

29
日
〜
平
成
28
年
１
月
３
日
は

除
く
）

申
込
方
法　

実
施
希
望
日
の
１
カ
月

前
ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で「
ふ
く
お
か
県
政
出
前
講

座
申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
送
る
か
、
県
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://w

w
w

.pref.
fukuoka.lg.jp/

）か
ら
申
し

込
む

※
講
座
メ
ニ
ュ
ー
や
申
込
書
は
県
庁
、

県
出
先
機
関
、
市
町
村
の
窓
口
な
ど

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
講
座
を
行
う
場
所
は
申
込
者
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い（
県
内
に
限
る
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
課（
〒 

812
ー
８
５
７
７
福
岡
県
総
務
部

県
民
情
報
広
報
課
広
聴
係
）

☎（
６
４
３
）３
１
０
３

F（
６
４
３
）３
１
０
７

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

救
命
講
習
会

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
の
応

急
処
置
を
身
に
付
け
る
講
習
会
で
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

※
上
級
講
習
は
、
筆
記
・
実
技
試
験
を

行
い
ま
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川

町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中

学
生
以
上
の
人

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
時　
６
月
７
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

○
上
級
救
命
講
習

日
時　
６
月
14
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集

　
試
合
で
実
力
を
発
揮
す
る
方
法
や
、

試
合
に
向
け
た
心
の
準
備
の
仕
方
、

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

　
誰
で
も
何
度
で
も
気
軽
に
受
講
で
き

ま
す
。

期
日

▽
６
月
21
日
㈰

試
合
で
自
分
の
実
力
を
発
揮
す
る
た

め
の
方
法
そ
の
１
〜「
緊
張
を
知
り
、

緊
張
を
味
方
に
つ
け
よ
う
」

▽
28
日
㈰

試
合
で
自
分
の
実
力
を
発
揮
す
る
た

め
の
方
法
そ
の
２
〜「
試
合
に
向
け

た
心
の
準
備
」

▽
７
月
５
日
㈰

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
〜「
支
援
と

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
」　

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

３
階
研
修
室
１・２（
大
谷
６
ー

24
）

講
師　
須す

ざ
き崎
康や
す
お臣
さ
ん（
九
州
大
学
大

学
院
博
士
課
程
人
間
環
境
学
府

行
動
シ
ス
テ
ム
専
攻
）

参
加
費　
１
回
５
０
０
円（
中
学
生
以

下
無
料
）

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
5
月
10
日
㈰
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://kasuga-

taikyo.com
/

）か
ら
申
込
書
を
入

手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
体
育
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会

　
食
品
関
係
営
業
施
設
な
ど
に
は
、
施

設
ご
と
に
食
品
衛
生
責
任
者
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
責
任
者
と
し
て
の
知
識
と
技
術
を
身

に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

※
講
習
会
終
了
後
に
、
修
了
書
を
交
付

し
ま
す
。

対
象　
食
品
関
係
営
業
者
や
従
事
す
る

人
、
受
講
を
希
望
す
る
人

日
時　
６
月
２
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
付：

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
、
途
中

の
入
退
場
不
可
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

受
講
料　
８
０
０
０
円

定
員　
２
８
０
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
食
品
衛

生
協
会

☎（
５
７
５
）５
０
５
６

F（
９
８
２
）８
３
１
９

相　

談

相
談
者
募
集

多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
会

　
多
重
債
務
者
の
生
活
再
生
の
た
め
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
ふ
く

お
か
は
、
県
と
協
働
で
出
張
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

　
債
務
整
理
な
ど
に
よ
る
問
題
解
決
の

助
言
や
家
計
管
理
の
助
言
・
指
導
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
再
生
中
の
や
む

を
得
な
い
臨
時
的
出
費
に
対
す
る
貸
し

付
け
を
行
い
、
生
活
再
生
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

日
時　
奇
数
月
第
３
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
相
談
室

（
光
町
１
ー
73
）

定
員　
各
回
３
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　
１
人
１
時
間
30
分
以
内

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
ふ
く
お

か
生
活
相
談
室

☎（
４
８
２
）７
７
８
８

F（
４
８
２
）７
７
７
４
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人
権
擁
護
委
員
の
日

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日

で
す
。
特
設
相
談
所
を
開
設
し
、
あ
な

た
の
ま
ち
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
が
、
家
庭
内
の

も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
、予
約
は
不
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
６
月
１
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
市
民
相
談
室（
市
役
所
２
階
）、

４
０
２
会
議
室（
市
役
所
４
階
）

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
人
権
擁
護
委
員

協
議
会（
福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局
内
）

☎（
９
２
２
）２
８
８
１

F（
９
２
２
）３
３
４
２

募　

集

春
日
市
子
ど
も
遊
び
隊

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
市
内
の
小
学
５
年
生
の
子
ど
も
会
会

員
を
対
象
に
し
た
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

研
修
会「
子
ど
も
遊
び
隊
」（
市
、
市
子

ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
共
催
）の

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
15
歳
〜
29
歳
ま
で
の
青
年（
市

外
居
住
も
可
、中
学
生
を
除
く
）

活
動
日
時　
６
月
13
日
㈯
、
７
月
11
日

㈯
、
９
月
12
日
㈯
、
11
月
14
日

㈯
、
12
月
12
日
㈯
、
平
成
28
年

１
月
16
日
㈯
、
３
月
29
日
㈫
、

30
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※
３
月
29
日
、
30
日
は
宿
泊
研
修（
佐

賀
県
北
山
少
年
自
然
の
家
）を
行
い

ま
す
。
集
合
・
解
散
場
所
は
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

内
容　
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の

指
導
や
見
守
り
、
事
前
打
ち
合

わ
せ

参
加
費　
無
料（
報
酬
、
交
通
費
の
支

給
な
し
）

申
込
方
法　
５
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
応
募
と
記
入
し
て
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年

月
日
、
参
加
可
能
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課

（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
６
ー

24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
１
階
）

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

sya
k

a
i@

city.k
a

su
g

a
.

fukuoka.jp

参
列
者
募
集

全
国
・
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

　
県
と
厚
生
労
働
省
は
、
先
の
大
戦
に

お
け
る
戦
没
者
な
ど
の
人
た
ち
に
追
悼

の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
開
催
す
る
、
戦
没
者
追
悼

式
の
参
列
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
県
戦
没
者
追
悼
式

対
象　
先
の
大
戦
に
お
け
る
福
岡
県

出
身
の
戦
没
者
お
よ
び
一
般

戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
・
三

親
等
以
内
の
血
族
・
二
親
等

以
内
の
姻
族
で
、
県
内
に
居

住
し
て
い
る
人

期
日　
８
月
15
日
㈯

場
所　
県
立
福
岡
武
道
館（
福
岡
市

中
央
区
大お

お
ほ
り濠
１
ー
１
ー
１
）

募
集
人
数　
県
内
で
９
０
０
人（
申

込
多
数
の
場
合
選
考
）

※
参
列
遺
族
全
員
の
献
花
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

参
加
費　
無
料（
会
場
ま
で
の
交
通

費
な
ど
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法　
６
月
９
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

○
全
国
戦
没
者
追
悼
式

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
、
一

般
戦
災
死
没
者
お
よ
び
原
爆
死
没

者
の
遺
族
で
、
県
内
に
居
住
し
て

い
る
人（
三
親
等
以
内
の
親
族
を

優
先
）

▽
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人

▽
全
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体
力

を
有
し
、
団
体
行
動
が
と
れ
る
人

期
間　
８
月
14
日
㈮
〜
15
日
㈯（
２

日
間
）

場
所　
日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代

田
区
）

募
集
人
数　

県
内
か
ら
１
０
７
人

（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

参
加
費　

旅
費
の
一
部
補
助
あ
り

（
差
額
は
本
人
負
担
）

申
込
方
法　
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

※
後
日
、
必
要
書
類
の
提
出
が
必
要

で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
計
画
課

地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

女
性
研
修
の
翼
団
員
募
集

　
平
成
27
年
度
の
福
岡
県
女
性
海
外
研

修
事
業「
女
性
研
修
の
翼
」の
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　
県
内
に
居
住
し
、
平
成
27
年
４

月
１
日
現
在
20
歳
以
上
65
歳
以

下
の
人
で
、
団
体
や
企
業
で
男

女
共
同
参
画
な
ど
に
関
す
る
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

帰
国
後
も
活
動
を
期
待
で
き
る

人

※
公
務
員
や
学
生
、
過
去
に
同
種
の
海

外
派
遣
事
業
に
公
的
な
経
費
で
参
加

し
た
人
は
除
き
ま
す
。

研
修
期
間　
11
月
８
日
㈰
〜
14
日
㈯

研
修
国　
デ
ン
マ
ー
ク

参
加
費　
28
万
円
程
度

定
員　
20
人（
書
類
選
考
、
面
接
）

申
込
方
法　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
、
市

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー（
光
町
１
ー
73
）に
置

い
て
い
る
参
加
申
込
書
に
、
必

要
事
項
を
書
い
て
提
出
す
る

申
込
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

問
い
合
わ
せ
先　
県
男
女
共
同
参
画
推

進
課

☎（
６
４
３
）３
３
９
１

F（
６
４
３
）３
３
９
２

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日「
学
び
合
い
塾
」

参
加
者
募
集

　
専
門
家
と
一
緒
に
自
然
体
験
活
動
を

通
じ
て
、
五
感
や
創
造
性
を
培
い
ま
せ

ん
か
。

対
象　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

日
程　
６
月
14
日
㈰
〜
平
成
28
年
１
月

24
日
㈰

※
６
月
14
日
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30

分
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

場
所　
市
内

内
容　
洞ど

う
く
つ窟
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
、
秘
密

基
地
作
り
な
ど
の
自
然
体
験
活

動（
全
８
回
）

参
加
費　
２
万
円（
活
動
費
実
費
、
バ

ス
・
キ
ャ
ン
プ
費
用
）

定
員　
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

５
月
27
日
㈬
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

☎（
５
７
２
）８
７
４
０（
F
兼
用
）

m
anabiaizyuku@

yahoo.
co.jp
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子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

「
か
す
が
夢
育
み
キ
ャ
ン
プ
」学
生
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
夜
須
高

原
青
少
年
自
然
の
家
で
行
う
キ
ャ
ン
プ

の
企
画
・
指
導
を
す
る
学
生
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
初
心
者
の
人
も

歓
迎
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
６
月
６
日
㈯
の
講
座
に
来

て
く
だ
さ
い（
申
込
不
要
）。

対
象　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
人（
高
校
生
不
可
）

期
間　
６
月
６
日
㈯
〜
９
月
６
日
㈰

場
所　
市
内
、
夜
須
高
原
青
少
年
自
然

の
家

内
容　

▽
指
導
者
養
成
講
座
受
講
、
キ
ャ
ン
プ

参
加（
要
参
加
費
）

▽
参
加
者
事
前
説
明
会
、本
キ
ャ
ン
プ
、

事
後
報
告
会
の
準
備
お
よ
び
当
日
運

営
▽
ス
タ
ッ
フ
会
議（
10
回
程
度
）

※
指
導
者
養
成
講
座
を
、
６
月
６
日
㈯

の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
に
、
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
２
階
実
習

室
Ａ
で
行
い
ま
す（
申
し
込
み
、
参

加
費
不
要
）。
そ
の
他
の
日
程
は
６

月
６
日
に
知
ら
せ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
ゆ
め
企
画
実
行
委
員

会（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
）　
森も

り
な
が永

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

sya
k

a
i@

city.k
a

su
g

a
.

fukuoka.jpそ
の
他

県
営
住
宅

入
居
者
募
集（
抽
選
方
式
）

　
平
成
27
年
度
第
２
回
の
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈪
〜
９
日
㈫

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て
く

だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
、
申
込
期

間
中
に
管
財
課（
市
役
所
５
階
）、
い

き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

に
設
置
し
ま
す
。
数
量
が
な
く
な
り

次
第
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管

理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え
な
ど

相
談
窓
口「
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
公
益
財
団
法
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・

紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
は「
住
ま
い

る
ダ
イ
ヤ
ル
」で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替

え
や
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
な
ど
に
関

み
て
み
て
き
い
て
　
投
稿
募
集

　
市
報
か
す
が
に
掲
載
す
る
、
皆
さ
ん

か
ら
の
イ
ラ
ス
ト（
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
限

る
）や
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。
イ
ラ

ス
ト
は
ハ
ガ
キ
で
、
エ
ッ
セ
イ
は
ハ
ガ

キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
紙

面
の
都
合
で
、
文
面
な
ど
を
修
正
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所
広
報
担

当F（
５
８
５
）１
１
４
５

koho@
city.kasuga.fukuoka.jp

す
る
相
談
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
各
都
道
府
県
の
弁
護
士
会
で

弁
護
士
、
建
築
士
に
よ
る
無
料
の
対

面
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先　
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
１
６
）１
０
０（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３（
３
５
５
６
）５
１
４
７（
Ｐ
Ｈ

Ｓ
、
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
）

食のワンポイントアドバイス
　
妊
娠
中
の
喫
煙
は
、
タ
バ
コ
の
煙
が

血
管
を
収
縮
さ
せ
、
胎
児
の
栄
養
や

酸
素
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

有
害
な
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
胎

児
の
小
さ
な
脳
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
胎
児
の
発
育
が
遅

れ
て
、
低
出
生
体
重
児
が
生
ま
れ
や

す
く
、
流
産
や
早
産
な
ど
も
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
喫
煙
す
る
本
数

が
多
い
ほ
ど
、
そ
の
危
険
性
が
増
加

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
人
が
喫
煙
し
な
く
て
も
、
周
囲

で
吸
っ
て
い
る
人
の
タ
バ
コ
の
煙
を
吸

う
と
、
妊
婦
は
タ
バ
コ
の
害
を
受
け
、

そ
の
害
は
胎
児
に
も
及
び
ま
す
。

　

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
、
禁
煙
し
ま

し
ょ
う
。
妊
婦
の
禁
煙
治
療
に
は
、
ニ

コ
チ
ン
ガ
ム
の
よ
う
な
禁
煙
補
助
薬

を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
シ
ュ

ガ
ー
レ
ス
ガ
ム
を
噛
む
、野
菜
ス
テ
ィッ

ク
を
作
っ
て
食
べ
る
な
ど
、
気
を
紛

ら
わ
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

食
後
に一
服
し
た
く
な
る
傾
向
が
あ

る
と
き
は
、
食
後
す
ぐ
に
歯
磨
き
を

す
る
な
ど
別
の
行
動
に
置
き
換
え
ま

し
ょ
う
。
タ
バ
コ
が
身
近
に
あ
る
と
禁

煙
し
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

夫
婦
で
禁
煙
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
母
子
手
帳
交
付
の
申
請
が

あ
っ
た
妊
婦
に
、
喫
煙
の
有
無
に
つ
い

て
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
喫
煙
し
て

い
る
と
答
え
た
妊
婦
さ
ん
は
、
平
成

22
年
度
は
９
%
で
し
た
が
、
平
成
25

年
度
は
５・６
%
と
減
少
し
て
い
ま
し

た
。
妊
婦
の
喫
煙
に
関
す
る
知
識
と

理
解
が
広
ま
って
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。

妊
婦
の
喫
煙
率
０
を
目
指
し
、
社
会

全
体
で
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
し
た
ら
禁
煙
を

梅干は三毒を消す
　これは、梅干しが食べ物の毒、
血の毒、水の毒を解毒する働き
があると言い伝えるものです。
　中国原産のウメは、弥生時代に
渡日し、干して薫製にしたものや
梅肉エキスに加工されたものが食
中毒の薬に用いられていました。
　今年度から、高血圧予防の観
点で１日の食塩の摂取量が男性８
g未満、女性７g未満と、日本人の
食事摂取基準が新しくなりました。
　昔ながらの大粒の梅干しには４
g、減塩の梅干しでも１g程塩分が
含まれます。体には良いですが、
食べ過ぎには注意が必要です。
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■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所（無料）　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自立
支援センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不要）

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（金曜日は18時〜20時30分）／福岡県男女
共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

無量寺学園　須玖幼稚園
◯自慢は子どもたちのいきいきとした笑顔です
　自然豊かな環境に恵ま
れた園です。畑には夏・
冬野菜、そして毎年タケ
ノコ掘り、ウメジュース、
アンズジャムなど、仏様
と自然の恵みに感謝して
いただいています。クラ
スの仲間たちと季節を五
感で感じ合いながら遊び、音楽、体操、制作、絵画、読
み聞かせ、掃除、あいさつ、お寺の本堂での行事など、日々
の積み重ねが人として将来伸びる器となり、感謝と思い
やりの心が育つと確信しています。毎日響きわたる園児
たちの歓声といきいきとした笑顔は、職員みんなの宝物
です。

◯見学に来ませんか
　事前に連絡が必要
ですが、見学は自由
です。保育室に入っ
たり、外で遊んだり、
親子で幼稚園活動を
少し体験してみませ
んか。
　また、園は、保護者が安心して仕事ができるよう、「預
かり保育」も充実させています。夏・冬・春休みはもち
ろん、行事による代休の日も正職員複数体制で、単なる
「預かり」ではなく「保育」を行っています。
　他にも、週１回の未就園児クラス「のんのんクラブ」が
あります。気軽に問い合わせてください。

■こども未来課 保育所担当
　☎（584）1111　F（584）1115
■無量寺学園須玖幼稚園
　☎（582）9830　F（582）9831

△先生たちがヒーロー変身！「すぐ
レンジャー」（運動会にて）
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入
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Ｋ

△パパ友祭りでの巨大迷路
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こ
の
石
は
、
倉く

ら
ま
え
て
ん
じ
ん

前
天
神
と
呼
ば
れ
る「
板い

た
び碑
」で
す
。
上
白
水

地
区
で
は
江
戸
時
代
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
板
碑
な
ど
を
田
や
村

の
神
と
し
て
７
カ
所
に
祭
っ
て
お
り
、
七
天
神
と
呼
び
親
し
ん

で
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
板
碑
は
平
た
い
石
に
仏
を
表
す
文

字（
梵ぼ

ん
じ字
）を
刻
み
付
け
て
い
る
の
で
す
が
、
倉
前
天
神
の
よ
う

に
、
五ご

り
ん
と
う

輪
塔
を
浮
き
彫
り
に
し
た
板
碑
は
、
県
内
に
ほ
と
ん
ど

例
を
見
な
い
珍
し
い
も
の
で
す
。

　
も
と
も
と
は
上
白
水
公
民
館
前
に
祭
っ
て
い
ま
し
た
が
、
周

囲
の
宅
地
化
に
よ
り
、
平
成
20
年
に
白
水
ヶ
丘
１
丁
目
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の

ぼ
り
窯
体
験
広
場
」内
に
移
設
し
ま
し
た
。長
く
上
白
水
の
人
々

に
愛
さ
れ
て
き
た
倉
前
天
神
で
す
が
、こ
れ
か
ら
は
こ
の
地
で
、

小
学
生
た
ち
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

上
白
水
地
区
の
文
化
財

〜
倉
前
天
神
〜

△高さ約60㎝の倉前天神
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